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奥村和久教授の略歴および業績
1951年４月13日生
学 歴    年３月 愛知県立名和高校卒業    年３月 名古屋大学経済学部経済学科卒業    年３月 名古屋大学大学院経済学研究科博士課程前期課程修了    年３月 京都大学大学院経済学研究科博士課程後期課程満期退学
職 歴    年４月 広島大学総合科学部助教授    年４月 広島大学大学院社会科学研究科担当    年  月 広島大学総合科学部教授    年  月 立教大学経済学部経済学科教授    年３月 立教大学経済学部定年退職    年４月 立教大学経済学部兼任講師











１ ｢資本の国際化の方法論的模索 (上) ―  パロワの所説に寄せて―｣ 『京都大学経済論
叢』 第   巻第１・２号,     年７月





大｣ 『龍谷大学経済経営論集』 第  巻第３号,     年２月
５ ｢  年代のフランス工業製品貿易 (２) ―世界貿易への統合の進展と地域別不均衡の拡





８ ｢レギュラシオン派の第三世界論｣ 『日本評論社経済セミナー』 第   号,     年２月
９ ｢主要先進諸国の対世界部門別貿易構造比較―    一桁分類に基づいて―｣ 『龍谷大学
社会科学研究年報』 第  号,     年３月   ｢日本の対世界貿易―高度成長終焉後の日本貿易構造の変貌 (１) ―｣ 『龍谷大学経済経
営論集』 第  巻第１号,     年６月   ｢日本の対環太平洋先進国貿易―高度成長終焉後の日本貿易構造の変貌 (２) ―｣ 『龍谷
大学経済経営論集』 第  巻第２号,     年８月   ｢日本の対  貿易―高度成長終焉後の日本貿易構造の変貌 (３) ―｣ 『龍谷大学経済経
営論集』 第  巻第４号,     年３月   ｢南北関係の歴史的変遷とその最新の変貌―Ｃ・オミナミ理論の再構成に基づいて―｣
『アジア経済』 アジア経済研究所, 第  巻第９号,     年９月
立教経済学研究 第  巻 第２号     年   
   ｢日本の対アジア    貿易 (上) ―高度成長終焉後の日本貿易構造の変貌 (４) ―｣
『龍谷大学経済経営論集』 第  巻第１号,     年９月   ｢日本の対アジア    貿易 (下) ―高度成長終焉後の日本貿易構造の変貌 (５) ―｣
『龍谷大学経済経営論集』 第  巻第２号,     年  月   ｢レギュラシオン学派における＜国際レジーム＞概念の生成 (上) ―  ミストラルの所
説に寄せて―｣ 『立教経済学研究』 第  巻第２号,     年  月   ｢レギュラシオン学派における＜国際レジーム＞概念の生成 (中) ―  ミストラルの所
説に寄せて―｣ 『立教経済学研究』 第  巻第４号,     年３月   ｢レギュラシオン学派における＜国際レジーム＞概念の生成 (下) ―  ミストラルの所
説に寄せて―｣ 『立教経済学研究』 第  巻第４号,     年３月   ｢レギュラシオン学派における＜国際レジーム＞概念の展開 (上) ―マジエ／バレ／ヴ
ィダルの所説を中心に―｣ 『立教経済学研究』 第  巻第２号,     年  月
翻 訳
１  ・ボワイエ編著 『世紀末資本主義』 (共訳) 日本評論社,     年１月
２   ・オミナミ 『第三世界のレギュラシオン理論―世界経済と南北問題―』 (単訳) 大村
書店,     年  月
学会報告
１ ｢資本の国際化と資本循環論｣ 経済学史学会,     年５月, 於関西大学













『年表広島―核時代  年の記録―』 (経済関連項目) 中国新聞社,     年７月




立教経済学研究 第  巻 第２号     年   
